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怒をプ表出行動に対する抑制要因の分析り
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This studyinvestigates thein幻uences thatindividualねctors，SuCh as
narcissism and verbal

expression，have on the experience ofangeちand examines their relation
to theinbibiting払ctors of

anger expressive be壬1aViorsin unde曙raduates．Tbe resuitsindicate tbat there areわur払ctors tbat

inhibit anger expressive behaviors；human relations，Self－image，COSトreward consciousness，and

normative consciousness．Of these，human relations and cosトreward consciousness are
particularly

Salient asねctorsinbibiting anger expressive behaviors．T王Ie reSults of covariance structure analysIS

revealed tbe followlng findings．nrst，although veぬalexpressioninhibits feelings of angerin males，

Seば－aSSertion within narcissisminhibits such 払elingsin females，Whichin turninhibit anger

expressive behaviors，SuCh as aggressive behavi叫 SOCialsharing and objecトdisplacement．Second，

0切ectifyinginbibitsaggressive
behavior and oわject－displacementin

botb males andぬmales．nnally，

Only human relationsinhibit anger expressive
bebaviorsin females．
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ばじめに

怒り経験後には，一般的に攻撃的な表出が生起し

やすいと考えられるが，怒りを喚起した場合でも，

必ず攻撃的な表出を行うわけではない。例えば，

如eri王1（1983）や大渕・小倉（1984）は，怒り経験

後の反応として直接的な攻撃行動を望むが，実際に

は攻撃的でない反応をしばしば行うことを明らかに

1）本研究は，平成15・16年度文部科学省科学研究費補助

金基盤研究（C）（2）（課題番号15530395代表：吉田富

二雄）の助成を得て実施された一連の研究のひとつで

ある。また，本論文の一部は日本社会心理学会第42回

大会，および，日本健康心理学会第16回大会において

発表された。
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した。また，怒り対象への怒り表出方法に注目した

木野（2000）は，怒りの感情を直接表すことは少な

く，むしろ“いつもどおり”，“遠回し”のような抑

制的間接的に伝える方法をよく使用していることを

示した。すなわち，怒り経験後の反応としては，非

攻撃的な反応をしたり，怒りを感じたこと自体の表

明を抑制したりすることが多いと考えられる。

攻撃行動に代表されるような怒りの表出とその抑

制に関しては，従来の研究から，怒り経験後の感情

的側面や認知的側面との関連が指摘できる。例え

ば，De鮎nbacheち Thwaites，鞄1lace ＆ Oetting

（1994）は，認知的再構成とリラクセーションを

組み合わせた訓練が，怒り表出を減少させること

を示している。また，De鮎nbacheちDablen，ⅠぜnCh，

Morris＆Gowensmith（2000）では，怒り経験にお
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ける認知過程を変更するような認知療法によって，

攻撃的な怒りの表出が減少したとされている。さら

に，日比野ら（日比野・湯川，2004；湯川・日比

野，2003）は，怒り経験後の行動に感情と認知が与

える影響について検討を行っている。その結果，攻

撃行動に関しては，経験直後は感情の影響が，2～

3日後は認知の影響が強いといったように，怒り経

験後の時期によって促進する要因が異なることが明

らかとなった。このように，感情的側面と認知的側

面は，怒りの表出とその抑制に重要な役割を果たし

ていると考えられる。

一方，感情や認知以外にも，怒りの表出を抑制す

る様々な理由や動機が存在すると考えられる。例え

ば，大渕（1986）は，怒り表出を抑制する要因につ

いて検討し，怒りを直接表出することで報復の危険

を導くときに怒りの表出が抑制されることを示し

た。また，広く感情表出の制御について平林・柏木

（1993）は，小中学生を対象として，感情表出が制

御される場面を検討した。その結果，ネガティブ感

情の表出は，“周囲への配慮”，“自尊心の維持”，

“社会的・道徳的規範の維持”，“相手の意図への配

慮”の4パターンによって制御されていることが明

らかとなった。このように，感情表出の制御には，

対人的・社会的・規範的なものから，自己の内面的

な価値や基準に基づく要因まであると考えられる。

こうした観点から，日比野・湯川・小玉・青田

（2005）は，青少年の衝動的な怒り表出のコント

ロール方法を追求するために，中学生を対象に個人

要因（自己象 言語表現力），および，怒り表出行

動の抑制要因に関する検討を行った。その結果，怒

り表出行動の抑制要因については，男子では“怒っ

たら損をする”といった損得意識が，女子では“怒

りを表出することはよくない”といった規範意識

が，抑制的な効果を示していた。また，個人要因に

ついては，自己愛が怒り経験時の感情や認知を通し

て，怒りの表出を促進し，言語を用いて自分の気持

ちや考えを表現できる能力である言語表現力は，客

体化の認知を介して，怒り表出行動を抑制すること

が明らかにされた。しかしながら，こうした結果は

中学生に関するものであり，大学生では怒り表出行

動の抑制要因が異なる可能性は十分考えられる。

そこで本研究では，大学生を対象に怒り経験の鎮

静化過程の中でも，怒り表出行動の抑制要因に注目

し，自己愛と言語表現力の二つの個人要因と併せて

検討を試みる。

方 法

予備調査

まず，怒り表出の抑制要因について，茨城県内の

大学生200名（男子96名，女子104名）を対象に，質

問紙を直接配布するか講義中に配布し，予備的な調

査を行った。質問紙では“言語や行動で怒りを表さ

ないでいられる理由（ブレーキ）”について，具体

的な記述を求めた。その後，得られた回答を日比野

ら（2005）による分類を参考に分類した。その結

果，“人間関係への配慮（怒りの対象，もしくは，

周囲の人間との関係を考えるため）”，“自己像（現

在や将来の自分について考えるため）”，“損得意識

（表出することによって起こる不利益なことを避け

るため）”，“規範意識（怒りは表すものではないと

いう社会的な規範のため）”の四つの抑制要因を抽

出した。

調査対象者と手続き

岡山県内の女子大学生，千葉県内の大学生，およ

び茨城県内の大学生622名に質問紙を直接配布する

か講義中に配布し，460名から回収した（回収率

73．4％）。このうち，性別が特定できないもの，ま

た，自分自身が怒りの対象となっているものなどを

除き，最終的に382名（男子174名，女子208名，平

均年齢19．42±1．40歳）を分析対象とした。

質問紙の構成

質問紙は大きく3部構成であった。まず，怒り表

出行動の抑制要因について質問を行った。次に，過

去の怒り経験を一つ想起させ，具体的に記述しても

らった後，その出来事に関する感情・認知・行動に

ついて回答を求めた。最後に，自己愛，言語表現力

といった個人要因に関する質問を行った。

抑制要因“とても腹が立ってキレそうになった

とき，怒ったり暴力をふるったりすることを止める

ブレーキは何が という質問に対して，予備調査に

よって抽出した4領域，25項目の抑制要因の中か

ら，当てはまるもの全てを複数選択してもらった。

具体的な項目については，取blelに示した。

怒り経験と鎮静化過程 まず，強い怒りを感じた

出来事を一つ思い出してもらい，その出来事につい

て具体的な記述を求めた後，以下の質問を行った。

（り感情 日比野ら（日比野・湯川，2004；湯

川・日比軌 2003）を参考に，怒り経験に伴う感情

として“怒り”と“抑うつ”を表す形容詞を合計8

項目選定し，それぞれ喚起した程度を，1（まった

く感じなかった）から6（非常に感じた）の6段階
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の評定を求めた。

（2）認知 怒り経験をどのように受け止めたか

について，日比野・湯川（2004）を参考に，“肥大

化”，“客体化”，“自責化”，“終息化”の4領域16項

目を作成し，それぞれの項目に関して，当てはまる

程度を1（まったくあてはまらない）から6（非常

に当てはまる）の6段階で評定を求めた。

（3）怒り表出行動 日比野ら（日比野・湯川，

2004；湯川・日比野，2003）の怒り経験後の対処行

動7項目を参考に，“攻撃行動”，“社会的共有”，

“物への転嫁”の三つの行動についてそれぞれ2項

目を作成した。これら三つの行動6項目について，

実際にした程度を，それぞれ1（まったくしなかっ

た）から6（非常にした）の6段階で評定を求め

た。

個人要因 個人要因として，自己愛と言語表現力

について測定した。自己愛については，」、塩

（1999）により作成された自己愛人格目録の短縮版

30項目を使用した。“注目・賞賛欲求”，“自己主張

性”，“優越感・有能感”の3因子各10項目に関し

て，それぞれどの程度当てはまるかを1（まったく

当てはまらない）から6（非常に当てはまる）の6

段階で評定を求めた。

また本研究では，日比野ら（2005）と同様に，言

語表現力を“言葉を用いて自分の気持ちや考えを表

現できる能力”と定義し，8項目を独自に作成し

た。それぞれの項目について，どの程度当てはまる

かを1（まったく当てはまらない）から6（非常に

当てはまる）の6段階で回答を求めた。

基本的検討

言語表現力尺度については，主成分分析によって

一次元性の確認を行った。分析の結果をもとに，第

1主成分（寄与率28．99％）に対する負荷量の絶対

値が．40に満たない2項目を除外し，再び主成分分

析を行った。その結果，寄与率は38．22％と上昇し，

第1主成分に対する項目の負荷量の絶対値が全て．

40以上となったため，これらの項目を個人ごとに足

し合わせ，項目数で割ったものを尺度得点として使

用することとした。なお，尺度得点の信頼性係数α

は，．66であった。

さらに，自己愛，感情，認知，行動についてはそ

れぞれ，小塩（1999），日比野ら（日比野・湯川，

2004；湯川・日比野，2003）にしたがい，尺度得点

を算出しだ）。なお，各尺度は，得点が高いほど各

因子の示す内容の程度が高いことを意味するよう算

出した。

怒り表缶行動の抑制要因

抑制要因の各項目が選択された頻度を瀧blelに

示した。′指blelに見る通り，“怒ると，その人との

関係が悪化するから”，“怒ると，周りの人に迷惑を

かけるから”といった“人間関係への配慮”と，

“怒ると，余計に面倒なことになるから”，“怒ると，

後で後悔することになると思うから”といった“損

得意識”に関する項目が，抑制要因の項目の中でも

多く選択されていた。一方，“自分は将来こんな人

間になりたいという目標があるから”，“自分には将

来の夢や希望があるから”といった将来に関係する

ような“自己像’′は，怒り表出の抑制要因としてほ

とんど自覚されていないことが示された。

変数間の関係

個人要因，感情，認知，そして抑制要因が行動に

どのように影響しているかを検討するために，共分

散構造分析を行った。従来，女子に比べ，男子の方

が攻撃行動を生起しやすいことが明らかにされてい

る一方（Eagly＆Ste放さn，1986；Hyde，1984），“怒

りの喚起”に関しては，男女間で差がない，もしく

は，女子の方が喚起しやすいことが示されている

（例えば，Averil王，1983；大渕，1987）。このように，

怒り喚起の段階には性差はないが，表出の段階では

男女差があると考えられる。つまり，怒り表出の抑

制に関しても，男女で何らかの違いがあることが想

定される。そこで，本研究では，共分散構造分析を

行う際に，男女別にて分析を行った。

また，抑制要因については，先に記した四つの領

域ごとに項目を合成して分析を行った。分析におい

ては，日比野ら（2005）と同様に，（a）自己愛，言

語表現力の個人要因は直接行動に影響するのではな

く，感情・認知を介して行動に影響することを想定

2）感情・認知・行動に関しては，それぞれ因子分析を行

い，その構造を確認した。また，各因子の信頼性係数

αは，怒り＝．82，抑うつ＝．83，肥大化＝．63，客体
化＝．80，自責化＝．95，終息化＝．73，攻撃行動＝

．34，社会的共有＝．90，物への転嫁＝．72である。攻
撃行動については，二項目で測定しており，また，そ

れぞれの項目が，同じ攻撃を測定する項目の中でも身

体的攻撃と言語的攻撃といったように多少異なる概念

を含んでいるため，信頼性係数が低くなったと考えら

れる。しかし，二項目の間には有意な相関（γ＝，26）

がみられること，また，中学生を対象とした研究結果

を比較することを考慮し，本研究では，二つを合成し

たものを攻撃行動の尺度得点として分析において使用

した。
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瀧blel怒り表出行動の抑制要因（％）

項目 男子 女子 合計

怒ると，その人との関係が悪化するから

怒ると，余計に面倒なことになるから

怒ると，後で後悔することになると思うから

怒ると，周りの入に迷惑をかけるから

怒っても，結局損をするから

性格的に怒れないから

その人とは今後もつきあいたいから

怒ると，友人を失ってしまいそうだから

怒りの感情をコントロールできないのはみっともないと思うから

怒ったら，その人を傷つけるから

怒っても無駄だから

怒ると，自分も傷つくから

怒っても，その人は変わらないと思うから

怒ることは，馬鹿馬鹿しいと思うから

怒りの感情は，抑えるべきものだから

すぐに怒る人だと思われたくないから

怒ると，周りの人から嫌われるから

怒ると，自分が悪者にされてしまうから

怒るのは子供っぼいと思うから

その人には，怒らない方が得だと思うだから

怒るのはかっこわるいことだから

自分は怒れるような人間ではないと思うから

自分は将来こんな人間になりたいという目標があるから

自分には将来の夢や希望があるから

怒ること自体よくないことだから

63，22 69．71 66．75

54．02 59．13 56，81

41．95 43．75 42．93

40．23 35．10 37．43

37，93 35．58 36．65

37．36 31．73 34．29

34，48 30．77 32，46

32．18 31．73 31．94

29．89 33．17 31．68

28．74 33．17 31．15

27．01 33．17 30．37

23．56 25．48 24．61

19．54 26．44 23．30

21．26 22．12 21．73

20，11 19．23 19．63

14．94 22．12 18．85

17．82 17．31 17．54

16，09 17．79 17．02

14．94 18．75 17．02

18．39 12．50 15．18

14．94 10．58 12．57

13．22 10．10 11．52

8．62 7．21 7．85

6．32 3．37 4．71

4．60 4．81 4．71

人数（名）

した。また，（b）抑制要因については，個人要因・

感情・認知とは独立に行動に影響することを想定し

た。

なお，分析の際，母数の推定方法には最尤法を用

いて分析を行った。その結果，男女それぞれの適合

度は，男子が，ズ2（70）＝260．87，GFI＝．85，AGFI

＝．68，CFI＝．53，女子がズ2（70）＝231．48，GFI

＝．88，AGFI＝．74，CFI＝．67であった。男子の分
析結果をng．1に，女子の結果をRg．2に示した。

Fig．1に見る通り，男子では，まず，注目・賞賛

欲求が抑うつを促進していた。自己主張性は，感情

や認知に有意な影響を与えていなかった。また，優

越感・有能感が肥大化に促進的効果を，自責化に抑

制的効果を示した。さらに，言語表現力は怒り感情

を抑制し，それによって社会的共有，物への転嫁を

抑制していることが明らかとなった。次に，客体化

が物への転嫁を抑制している一方で，終息化は物へ

の転嫁を促進していることが示された。最後に，抑

制要因の影響については，自己像が，社会的共有に

174 208 382

促進的に働いていた。

次に，女子においては，ng．2に示したように，

注目・賞賛欲求が，怒りの感情を通して，攻撃行動

や社会的共有を促進していた。次に，自己主張性

は，怒りの感情と肥大化の認知を抑制していた。ま

た，優越感・有能感は，肥大化の認知を促進してい

た。さらに，優越感・有能感と言語表現力は，客体

化の認知を促進し，それを通して，攻撃行動や物へ

の転嫁を抑制していることが示された。なお，抑う

つの感情と終息化の認知が，物への転嫁を促進して

いることも明らかとなった。最後に，抑制要因につ

いては，人間関係に配慮することが攻撃行動を抑制

していることが示された。

考 察

本研究では，個人要因，および，人間関係の配

慮・自己像・損得意識・規範意識といった怒り表出

行動の抑制要因に関する検討を行った。その結果，
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自己愛
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男子においては言語表現力が，女子においては自己

主張性が，怒りの感情を抑制し，それによって，攻

撃行動・社会的共有・物への転嫁といった怒り表出

行動を抑制していることが明らかとなった。なお，

男女共通の部分として，優越感・有能感が，肥大化

の認知を促進していた。また，怒り経験を冷静に受

け止めることができるほど（客体化），攻撃行動や

物への転嫁といった表出行動を抑制していることが

示された。さらに，終息化の認知は男女とも，物へ

の転嫁を促していた。最後に，抑制要因について

は，女子において，人間関係に配慮することが攻撃

行動を抑制し，男子は自己像を意識するほど社会的

共有を高めていることが，明らかとなった。以下の

考察では，これらの結果を，中学生を対象とした日

比野らの研究（2005）の結果と比較しながら，論議

する。

本研究で用いた言語表現力は，男子では怒りの感

情を，女子では客体化の認知を通して怒り表出行動

を抑制していることが明らかになった。中学生を対

象とした研究でも，言語表現力は客体化の認知を通

して怒り表出行動を抑制しており3），言語表現力が

表出行動を抑制することは，大学生と中学生に共通

していた。つまり，自分の気持ちや考えについて言

語を用いて表現できることは，怒り経験時の怒りの

“感情”や客体化という“認知”を通して行動を抑

制しているといえる。近年，怒りコントロールとし

て共感性が注目されているが（Grossman，

Neckerman，Ⅹoepsell，Liu，AsheちBeland，粋ey＆

Rivara，1997；Richardson，Hammock，Smith，

Gardner＆Signo，1994），他者の気持ちを理解する

だけではなく，自分の気持ちや考えを表現できるこ

とも怒りのコントロールには重要であることが示さ

れた。

また，自己愛については，注目・賞賛欲求に関し

て，中学生を対象とした研究と一致した結果がみら

れた。すなわち，他者から注目・賞賛されたいとい

う欲求が高いほど，対人場面で怒りを感じやすく，

怒り表出行動につながっていた。山方，中学生の結

果とは異なり，大学生女子では，自己主張性が怒り

の感情を抑制し，大学生男子では有意な影響は見ら

3）中学生男子においては，言語表現力は客体化の認知を

通して，攻撃行動と物への転嫁を抑制しており，女子

において，客体化の認知を介して，社会的共有と物へ

の転嫁を抑制していることが示された。

4）自己主張性に関して，中学生男子では，終息化を通し

て，攻撃行動を促進しており，女子では，怒りの感情

や終息化の認知を介して，全ての怒り表出行動を促進

していることが明らかとなった。

れないことが示された勾。自己主張性とは，周りの

意見や考えに流されず，自分の考えを主張し，それ

に従うことである。女子に関しては，周囲に流され

ずに自己を主張できるという自信が強いほど，つま

り，自己の選択に自信があるほど，周囲の評価や反

応に過剰に反応することがなくなるために，ノ他者に

対して怒りを感じにくいと考えられる。

一方，男女共通の結果として，優越感・有能感が
高いほど肥大化の認知をしやすいことがわかった。

これは，自分は他者よりも優れているにもかかわら

ず被害を被ったと考えるために，相手の悪意をより

強く感じ，ますます怒りの経験を肥大化して認知す

る可能性がある。また，男女とも，終息化の認知を

しやすいほど，物への転嫁をすることが示された。

おそらく，怒り経験を過去の出来事と考えること

が，怒りの感情価の放出につながり，その処理を行

う際に，物に当たりがちになると考えられる。

本研究では，怒り経験を冷静に受け止める認知

（客体化）が，攻撃行動や物への転嫁といった怒り

表出行動を抑制していることが明らかになった。こ

れは，中学生を対象とした研究結果と一致してお

り，比較的安定した結果と考えることができる。た

だ，怒り経験後のいかなる時期でも一様に客体化の

認知が怒りの表出を抑制するわけではない。例え

ば，日比野・湯川（2004）は，怒り経験後の鎮静化

過程の中でも，怒り経験の2～3日後にのみ客体化

が攻撃行動を抑制することを示しており，このよう

な認知の影響は怒り経験後の時期によって変化する

ことは念頭においておくべきである。

最後に怒り表出行動の抑制要因については，抑制

要因として，“人間関係への配慮”と“損得意識”

に関する項目が多く選択されていた。この結果は，

“怒ると，その子との仰が悪くなるから”や“怒っ

たら損をする（無駄だ）から”といった項目が多く

選択されていた日比野ら（2005）の結果とも一致し

ている。すなわち，怒り表出行動を抑制する際に

は，人間関係への配慮や損得を意識しやすいと考え

られる。そして本研究の結果，女子において特に，

“人間関係の配慮”が攻撃行動を抑制していること

が明らかになった。一方で，男子においては，自己

像が社会的共有を促進していることが示された。社

会的共有には，話す（共有・開示する）ことで，自

分の考えの整理や経験の再評価を行う機能がある

（托nnebakeち1997）。現在や将来の自分について考

えることが怒り表出の抑制に結びつく場合は，こう

した社会的共有の機能を使って自己を見つめること

で，怒りを鎮静化しているのかもしれない。

このように中学生を対象とした日比野ら（2005）
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の結果と比較することで，怒り表出行動の抑制要因

は，年代・性別によって異なることが示された。す

なわち，中学生男子は“損得意識”，中学生女子は

“規範意識”，大学生女子は“人間関係の配慮”に

よって，攻撃行動といった怒り表出行動を抑制して

いることが明らかとなった。今後，怒りコントロー

ルを考える上で，このような怒り表出行動の抑制要

因における発達的な違いを詳細に検討する必要があ

るだろう。
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